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本
書
は
、
二
〇

〇
七
年
度
か
ら
二

年
間
に
わ
た
っ
て

ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
で
実
施
さ
れ
た

共
同
研
究
会
「
政

治
変
動
下
の
発
展

途
上
国
の
政
党

　
　

地
域
横
断
的

研
究　
　

」
の
最

終
成
果
で
あ
る
。

　

二
〇
世
紀
後
半
に
発
展
途
上
地
域
で
は
、

脱
植
民
地
化
、
軍
政
・
権
威
主
義
体
制
か
ら

の
転
換
、
冷
戦
終
焉
に
伴
う
共
産
党
一
党
支

配
の
崩
壊
な
ど
の
激
し
い
変
動
が
進
展
し
、

そ
の
帰
結
と
し
て
、
国
民
が
広
く
政
治
参
加

し
、
複
数
の
政
党
が
競
争
す
る
、
代
議
制
民

主
主
義
の
制
度
を
と
る
国
家
が
数
多
く
誕
生

（
な
い
し
復
活
）
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は

同
時
に
、「
選
挙
に
際
し
て
提
示
さ
れ
る
公

式
の
ラ
ベ
ル
に
よ
っ
て
同
定
さ
れ
、（
自
由

選
挙
か
否
か
を
問
わ
ず
）
選
挙
を
通
じ
て
候

補
者
を
公
職
に
就
け
さ
せ
う
る
あ
ら
ゆ
る
政

治
集
団
」（
サ
ル
ト
ー
リ
）
と
し
て
の
政
党

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
存
在
と
な
る
過
程
で
も

あ
っ
た
。

　

他
方
、
こ
の
政
党
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、

政
党
、
政
党
政
治
、
政
党
シ
ス
テ
ム
が
、
各

国
各
様
の
展
開
を
遂
げ
る
過
程
で
も
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
政
党

を
め
ぐ
る
個
別
状

況
の
理
解
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
に
現

出
し
て
い
る
民
主

主
義
の
あ
り
方
を

解
明
す
る
際
に
核

心
的
な
重
要
性
を

持
つ
。
こ
の
状
況

を
踏
ま
え
、
本
書

は
、
発
展
途
上
地
域
に
お
け
る
民
主
主
義
国

　
　

質
の
評
価
は
さ
て
お
き
複
数
政
党
に
よ

る
代
議
制
民
主
主
義
の
制
度
が
導
入
さ
れ
て

い
る
国　
　

を
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
か
ら
地
域
横
断
的
に

選
び
出
し
、
最
新
動
向
に
注
目
し
な
が
ら
、

政
党
を
め
ぐ
る
個
別
状
況
の
解
明
と
分
析
に

取
り
組
ん
だ
論
文
集
で
あ
る
。

　

掲
載
論
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章

「
ポ
ス
ト
・
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
期
に
お
け
る

南
ア
フ
リ
カ
の
連
合
政
治　
　
「
国
民
党
／

新
国
民
党
」
解
散
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
を
中

心
と
し
て　
　

」（
遠
藤
貢
）
と
第
二
章
「
国

民
虹
の
連
合（
N
A
R
C
）と
い
う
経
験　
　

ケ
ニ
ア
第
二
代
大
統
領
モ
イ
の
引
退
と
政
党

機
能
の
変
容　
　

」（
津
田
み
わ
）
は
、
政

党
が
事
実
上
の
崩
壊
を
遂
げ
て
い
く
過
程
を

地
域
研
究
的
な
立
場
か
ら
再
構
成
し
て
い

る
。
第
三
章
「
政
党
の
合
従
連
衡
が
も
た
ら

す
宗
派
対
立
の
回
避　
　

戦
後
イ
ラ
ク
の
政

党
政
治
と
権
力
闘
争
（
二
〇
〇
三
年
〜
二
〇

〇
八
年
八
月
）　　

」（
山
尾
大
）
と
第
四
章

「
宗
派
主
義
制
度
が
支
配
す
る
政
党
間
関
係

　
　

不
安
定
化
す
る
レ
バ
ノ
ン
（
二
〇
〇
五

年
四
月
〜
二
〇
〇
八
年
五
月
）　　

」（
青
山

弘
之
）
は
、
中
東
地
域
に
お
け
る
多
元
性
の

重
要
な
要
素
で
あ
る
宗
派
に
着
目
し
、
宗
派

を
め
ぐ
る
制
度
化
の
度
合
い
と
政
治
情
勢
の

関
係
を
動
態
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。

　

第
五
章
「
多
民
族
権
力
分
有
体
制
下
の
党

内
抗
争　
　

統
一
マ
レ
ー
人
国
民
組
織

（
U
M
N
O
）の
事
例　
　

」（
中
村
正
志
）は
、

多
元
社
会
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
政
権
の
安

定
性
に
つ
い
て
、
党
内
抗
争
の
モ
デ
ル
化
を

通
し
て
考
察
し
て
い
る
。第
六
章「「
民
主
化
」

後
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
に
お
け
る
民
族

と
政
党　
　
「
イ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
人
性
」
を
め

ぐ
る
各
政
党
の
対
応
か
ら　
　

」（
佐
藤
章
）

は
、
民
族
と
政
党
の
関
係
に
焦
点
を
据
え
、

「
列
柱
」
的
な
亀
裂
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
妥

当
し
な
い
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

第
七
章
「
ブ
ラ
ジ
ル
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に

お
け
る
政
党
政
治
の
変
容
と
民
主
主
義　
　

州
レ
ベ
ル
の
「
伝
統
政
治
」
と
い
う
視
角
か

ら
の
考
察　
　

」（
出
岡
直
也
）
は
、
民
主

主
義
へ
の
移
行
と
新
自
由
主
義
改
革
と
い
う

状
況
下
で
相
次
い
だ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で

の
左
派
政
権
の
誕
生
に
つ
い
て
、
伝
統
政
治

の
継
続
と
脱
却
と
い
う
分
析
的
観
点
か
ら
考

察
を
試
み
て
い
る
。
第
八
章
「
政
党
政
治
を

乗
り
越
え
る
？　
　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
「
社
会
運
動
」
の
政
治
的
潜
在
力
と
そ

の
限
界　
　

」（
上
谷
直
克
）
は
、
第
七
章

と
共
通
す
る
時
代
状
況
の
下
で
、
先
住
民
運

動
に
立
脚
す
る
社
会
運
動
の
「
政
党
化
」
現

象
に
つ
い
て
、
エ
ク
ア
ド
ル
と
ボ
リ
ビ
ア
を

比
較
対
照
し
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
第
三
の
波
」
の
「
民
主
化
」

を
経
て
、
以
前
よ
り
も
多
く
の
国
家
が
民
主

主
義
の
制
度
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
が
、
こ

れ
は
、
民
主
主
義
と
い
う
観
点
か
ら
比
較
対

象
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
国
の
飛
躍
的
な

増
大
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
、
理

論
研
究
に
対
し
て
は
、
民
主
主
義
の
包
括
的

な
比
較
と
い
う
野
心
的
な
課
題
を
提
起
す
る

と
同
時
に
、
対
象
国
の
数
の
多
さ
と
い
う
障

害
を
も
提
示
せ
ず
に
は
い
な
い
。
他
方
、
地

域
研
究
に
と
っ
て
は
、
新
興
民
主
主
義
国
の

経
験
を
丹
念
に
再
構
成
す
る
と
い
う
有
意
義

な
研
究
課
題
を
得
た
反
面
、
地
域
事
情
の
相

違
や
理
論
的
枠
組
み
と
の
親
和
性
の
程
度
の

差
な
ど
か
ら
、
広
く
学
界
に
共
有
可
能
な
形

で
対
象
国
の
独
自
性
を
提
示
す
る
こ
と
の
難

し
さ
が
倍
加
し
て
い
る
。

　

政
治
研
究
を
取
り
巻
く
こ
の
よ
う
な
問
題

状
況
は
、
地
域
研
究
と
政
治
学
の
あ
い
だ
の

密
接
な
協
働
の
重
要
性
を
指
し
示
し
て
い
よ

う
。
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
本
書
で

は
、
厳
密
な
比
較
研
究
以
前
に
ま
ず
、
各
事

例
国
の
持
つ
研
究
対
象
と
し
て
の
豊
か
な
含

意
を
具
体
的
に
浮
き
彫
り
に
し
、
今
後
の
研

究
に
つ
な
が
る
論
点
を
摘
出
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
。
地
域
研
究
と
政
治
学
の
あ
い
だ
に

「
橋
を
架
け
る
」
と
い
う
、
け
っ
し
て
易
し

く
は
な
い
試
み
に
着
手
し
た
、
さ
さ
や
か
な

挑
戦
の
気
概
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
編
者
と
し
て
は
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。

（
さ
と
う　

あ
き
ら
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
ア

フ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）

佐
藤　

章  

編

『
新
興
民
主
主
義
国
に
お
け
る

政
党
の
動
態
と
変
容
』
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